
 

                                                                         

草花で遊ぶしあわせ 

いつものように最寄り駅へ向かっていた朝のことです。 

道路沿いのマンションのとなりの空き地で、若いお母さんと２～３歳くらいの女の子が

草花で遊んでいるのを見かけました。 

 お母さんとしゃがんで足元の草花を摘んでいた女の子はふいにぱっと立ち上がって、一

目散にマンションの方へ駆け出しました。その小さな手ににぎられていたのは、まあるい

シロツメクサ（クローバー）の花。にこにこと女の子を見守っているお母さんの姿を見て

「この子は幸せになるだろうなあ」とこちらの心も温かくなりました。 

 

 子どもは草花となかよしです。 

 エノコログサの穂を「猫じゃらし」といって遊んだり、オシロイバナの花で落下傘を作

ったり。オオバコの花の茎同士をからませて引っ張り合う「オオバコ相撲」は始めると止

まらなくなります。何度も戦ってよれよれになった茎が新しいのを負かしていくのは痛快

です（その代わり負かされているときはものすごく悔しい！）。 

  秋は秋の草花遊びができます。学校の帰り道、「ひっつき虫」を投げて遊んだことはあ

りませんか。オナモミやセンダングサの実は先端がかぎのようになっているので、ニット

系の服によくくっつきます。本当の虫ではないのですが、ついついむきになって投げ返す

という、種を遠くまで運んでもらおうとする植物の狙い通りの遊びです。 

 子どものころを思い出しながら、お子さんと散歩に出かけませんか。 

                                                                                                                                                                 

伝えていきたい遊びがここにあります｡ 

BA786 『母と子の草花遊びの本』  

山内昭道著   三省堂 



  

 

          

BA598.3『おかあさんもおいしゃさん 絵でわかる子どもの病気』 富山良雄著 岩崎書店 

例えば､「子どもが石けん､飲んじゃった！」｡さあ､どうしましょう｡どん

な症状が出るの？ どうしたらいい？ この本の誤飲のページを開いてみ

てください。飲んだ物別の対処の仕方が書いてあります｡ 

                                 

BA594 『「子どもの絵」で雑貨を作ろう』 ピンクパールプランニング編 PHP 研究所 

子どもの絵は下手に見えても子どもにしか出せない味わいがあるものです。お子さ

んが一生懸命描いた絵をもとにバッグやインテリア、お菓子などを作ってみませんか。

お父さん・お母さんとのコラボレーションで小さな芸術家の誕生です！    

                     

BA495.6 『 おぼえているよ。ママのおなかにいたときのこと』 池川明著 リヨン社 

おなかの中から外の世界を見ていた子どもたち。 

          出生前後の記憶のアンケートから編まれた本書を読むと、子どもの底知 

                 れない力を感じずにはいられません。子どもの人生はおなかの中からす

でに始まっているのです。新しい命にやさしい世界を作っていきたいもの

です。                                                               

                                               

BA596 『近藤幸子のしあわせ絵本レシピ』 近藤幸子
さ ち こ

著  白泉社 

      今まで LI(家政学)の書架にあった料理の本に引っ越してきてもらいました。絵

本の中に出てくるごはんやお菓子って、どうしてあんなにおいしそうなのでしょ

う。絵本を読んでから作って食べるか、食べてから読むかはご随意に。 
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